
●受付方法

図書館２階窓口に受付があります。

①座席表の中から利用する座席を選び、

「学習室利用申込書」を記入する。

②座席表から使用する番号の丸い札 を外し、

後ろの四角い札を「空席」から「使用中」へ裏返す。

③退室時は札を元通りに戻す。

●場所 図書館２階

●座席数 26席

●利用時間 9時30分～18時40分

満席時は図書館インスタの

ストーリーでお知らせします♪
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読書感想文の宿題で困っていませんか？

図書館では、夏休みの作文にぴったりな、感想が湧き出てくる物語や、

文章力が高められる本をご用意しています。

展示コーナーから、自分にピッタリな本を探してみよう！

「おめでとうございます、抽選にあたりました！」

大きな過ちを犯して死んだ「ぼく」。

輪廻のサイクルから外され、生まれ変わることはできないはず

だったが、一度だけ修行のチャンスが与えられることに。

下界の誰かの体を借りて、前世の罪を思い出し、自らの過ちの

大きさを自覚できれば修行は終了するという。

記憶を失っている「ぼく」は、自殺した中学生・小林真の体に

ホームステイしながら、自分の罪を思い出そうとするが…。

1998年に出版され、世代を超えて愛されている物語です。

作文が苦手なのに、作家になりたいという野望を抱いている

中学2年生の健。

ある日、健は言葉を話す猫「マ・ダナイ」をひろい、この猫

のアドバイスを受けながら、文章を書いてみることに…。

物語を読みながら、文章の書き方を学べる本です。

「何を書いていいかわからない」が解決しますよ♪

夏休み、穂木高二年E組のムードメーカーだった山田が死んだ。

二年E組のクラスが悲しみに沈む中、席替えを提案する担任。

その時、教室のスピーカーから聞こえてきたのは、死んだ山田の声⁉

どうやら山田はスピーカーに憑依して、声と聴覚だけの存在として復活し

たらしい。

「大好きな二年E組でみんなとずっと馬鹿をやっていたい。」

クラスメイトたちは喜んで復活した山田の存在を受け入れ、バカバカしい

男子校のノリで楽しく話は進んでいくのだが…。

思いきり笑えて、終わってしまう青春の切なさに胸が痛む１冊です。

おしゃべり 荷物の放置

飲食
※フタつき飲料はOK

パソコンや電卓の

大きな操作音

これはNG！

席に持って行く



中学生の葵は少食で、食べるのが遅い。

家でお母さんが作ってくれる手の込んだ

食事も、学校でみんなと食べる給食も、

気持ち悪くなって食べられない。

ある日保健室で、クラスの問題児・咲子

に「会食恐怖症」じゃないかと言われ…。

イスラム教徒でハラールの女子・ラマワ

ティや、給食が大好きな男子・コッペな

ども登場し、食と家庭にまつわる様々な

事情が描かれます。イケメン栄養教諭・

橘川先生も見どころですよ！

高校2年生の男子・チカは、第1志望の

高校に落ちた時、絶望から救ってくれた

風見先輩を敬愛していた。

しかしある日突然、「ほんとうの幸いは、

遠い」というメッセージを残して、先輩

が学校に来なくなる。

チカは、先輩が立ち上げた宮沢賢治を研

究する「イーハトー部」を、同級生の

キョンヘや新入生の女子・マスヤスと守

りながら、残されたメッセージの意味を

探ろうとするが…。

『銀河鉄道の夜』のビブリオトークが素

敵！登場人物たちの悩みに共感し、成長

に励まされる1冊です。

日本は水がきれいだと言われますが、

他の国ではどうなのでしょうか？

この物語の舞台は、インドの大都市ム

ンバイ。４0％の人口が大きなスラムに

住んでいるのに、そこに供給される水

の割合はたった５％。

このスラムに家族で住むミンニは、母

親の看病に必要な水を汲みに行き、煮

沸するという作業のため、学校にも行

けなくなってしまう。

しかしある日ミンニの兄が、闇の世界

の秘密・「水マフィア」を目撃して…。

女性の活躍が難しかった時代に、

フィールドワークを通して民俗学を切

り拓いた偉大な女性をご存じですか？

「知の巨人」と呼ばれ、明治から昭和

にかけて活躍した人類学者・鳥居龍蔵。

彼の功績は有名ですが、その妻である

鳥居きみ子もまた、民俗学研究におい

て素晴らしい功績を残しました。

遠いモンゴルの地で、生まれたばかり

の子どもを連れて調査を進めた彼女の、

これまであまり語られることがなかっ

た生涯を描く１冊です。

1947年、インドとパキスタンはイギリ

スから独立した際に分離しました。

これは教科書で知っている人もいるで

しょう。しかしその時何が起こったか、

知っている人はいますか？

この本はニーシャーという女の子の日記

という形で、当時の悲劇を描く物語です。

何不自由なく暮らしていたニーシャーた

ち家族は、宗教が違うという理由で移住

させられることに。これまでは違う宗教

でも仲良く暮らしてきたのに…。

分断はやがて対立と憎悪に、そして悲劇

へつながっていきます…。

「コーダ」とは、「聴こえない親を持つ、

聴こえる子ども」のこと。

コーダは自然と、耳が聴こえない親に、

情報を通訳する役割を担います。

親との間では電話は意味がなく、テレビ

電話が使えるようになって初めて親と

「通話」できたという五十嵐さん。

そんな話を聞くと、「大変ですね」と声

をかけたくなってしまうかもしれません。

しかしコーダの彼にとって、両親の耳が

聴こえないことは日常。むしろ善意の労

りのつもりの言葉は、当事者を苦しめる

偏見にもなるのだと言います。

それはいったいどういうことか…ぜひ本

を読んで確認してみて下さい。

課題図書の

貸出状況一覧はこちら♪


